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初
秋
の
候
、
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
元
気
で

御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
は
三
翠
化
学

会
の
運
営
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
の
機
関
紙

「
三
翠
化
学
」
発
行
の
際
に
は
、

三
翠
化
学
会
の
会
計
逼
迫
打
開

の
た
め
の
賛
助
金
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の

方
か
ら
暖
か
い
ご
支
援
い
た
だ

き
、
役
員
一
同
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
長
年
親
会
三
翠
会
の

総
会
に
合
わ
せ
、
隔
年
で
三
翠

化
学
会
の
総
会
も
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
二
五
年
よ
り

同
窓
会
の
活
性
を
計
る
目
的

で
、
三
翠
会
が
開
催
さ
れ
な
い

年
も
単
独
で
三
翠
化
学
会
の
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
平
成

二
五
年
の
前
々
回
は
、
伊
勢
神

宮
の
ご
遷
宮
に
合
わ
せ
、
同
窓

会
を
開
催
し
九
〇
名
に
及
ぶ
大

勢
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
ま
た
、
そ
の
半
数
の
方
が

志
摩
の
浜
島
で
一
泊
、
宴
席
を

囲
み
、
翌
日
神
宮
に
参
詣
す
る

と
い
う
盛
大
な
会
を
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
恩
師
の
先
生
方
に

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
先
生

方
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
同

窓
生
に
よ
り
多
く
集
ま
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

特
に
若
い
同
窓
生
に
多
く
集

ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
前
提

に
、
前
も
っ
て
比
較
的
最
近
に

退
官
さ
れ
た
先
生
方
、
及
び
学

内
の
先
生
方
に
参
加
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま

た
、
嶋
林
先
生
に
は
「
三
重
大

学
に
お
け
る
農
芸
化
学
の
歩

み
」
と
題
し
て
講
演
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
物
資
源
学
部

で
は
、
今
般
学
部
の
改
組
が
行

わ
れ
、
十
余
年
に
渡
り
二
つ
の

平
成
二
七
年
一
〇
月
三
一
日（
金
）　

午
前
一
一
時
受
付
開
始　

�

於�

三
重
大
学
生
物
資
源
学
部
大
会
議
室
　
　
　
　
　
　

※
今
回
は
、
多
数
の
先
生
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

学
科
に
分
断
さ
れ
て
来
た
旧
農

芸
化
学
系
の
研
究
室
が
、
生
物

圏
生
命
科
学
科
に
統
合
さ
れ
ま

し
た
。
よ
う
や
く
学
部
の
卒
業

生
（
旧
農
芸
化
学
系
の
研
究
室

の
卒
業
生
）
が
、
三
翠
化
学
会

に
入
会
出
来
る
体
制
が
出
来
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
新
し
い
卒
業
生
が

三
翠
化
学
会
に
入
会
す
る
日
が

必
ず
来
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ

三
翠
化
学
会
も
一
歩
一
歩
活
性

化
し
て
行
き
た
い
と
念
じ
て
い

ま
す
。

　
会
員
が
一
人
で
も
多
く
同
窓

会
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る

こ
と
こ
そ
が
活
性
化
の
第
一
歩

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
会
員
各
位
の
同
窓
会

へ
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
別

紙
の
よ
う
に
今
年
も
ま
た
賛
助

金
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
大
変
心
苦
し
く
恐
縮

の
極
み
で
す
が
、
会
員
各
位
の

暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
六
年
度
総
会
が
、
平

成
二
六
年
九
月
一
三
日
（
土
）

母
校
三
重
大
学
生
物
資
源
学
部

二
一
六
番
教
室
で
開
催
さ
れ
、

三
十
余
名
が
出
席
し
て
、
役
員

人
事
を
は
じ
め
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
慣

例
に
よ
り
二
年
に
一
度
三
翠
同

窓
会
（
親
同
窓
会
）
の
開
催
日

に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
三
翠
化
学
会
総
会
・

三
重
県
支
部
総
会
の
あ
と
引
き

続
い
て
親
同
窓
会
関
係
の
諸
行

事
が
行
わ
れ
た
。

　
昨
年
は
三
翠
化
学
会
独
自
に

総
会
が
開
催
さ
れ
、
総
会
、
講

演
会
、
懇
親
会
（
一
次
会
）
の

あ
と
志
摩
市
浜
島
で
二
次
会
を

も
ち
、
翌
日
に
は
皆
で
伊
勢
神

宮
に
参
拝
す
る
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
た
め
、
九
十
余

名
の
出
席
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

今
年
度
は
親
同
窓
会
と
同
日
開

催
の
た
め
特
段
の
行
事
は
組
ま

れ
な
か
っ
た
が
、
吉
田
関
東
支

部
長
、
古
橋
関
西
支
部
長
も
出

席
頂
き
、
実
の
あ
る
審
議
が
行

わ
れ
た
。

　
梅
川
幹
事
司
会
の
元
、
冒
頭

に
、
賛
助
金
依
頼
に
対
す
る
会

員
諸
氏
よ
り
の
暖
か
い
多
額
の

振
り
込
み
に
つ
い
て
、
会
長
よ

り
謝
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
つ
い

で
木
村
氏
を
議
長
に
選
出
し
議

事
が
進
め
ら
れ
た
。
事
業
報

告
（
勝
崎
幹
事
）、
会
計
報
告

（
三
島
幹
事
）
は
、
昨
年
二
四

年
度
分
が
済
ん
で
い
る
た
め

二
五
年
分
の
み
詳
し
い
説
明
が

行
わ
れ
、
監
査
報
告
が
今
井
監

事
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
つ
い

で
平
成
二
六
・
二
七
年
度
役
員

人
事
が
諮
ら
れ
、
新
会
長
に
杉

﨑
護
氏
、
副
会
長
に
木
村
幸
信

氏
、
勝
崎
裕
隆
氏
を
選
出
し
、

次
い
で
理
事
を
選
出
し
た
。
ま

た
実
務
を
担
当
す
る
幹
事
若
干

名
を
委
嘱
し
た
。
そ
の
後
平
成

二
六
・
二
七
年
度
事
業
計
画
案
、

予
算
案
が
説
明
さ
れ
た
。

以
上
の
全
議
題
は
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
杉
﨑
新

会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

本
会
の
活
性
化
に
向
け

て
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ

た
。

　
三
翠
化
学
会
総
会
終

了
の
あ
と
同
三
重
県
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
、

小
畑
前
支
部
長
（
慣
例

に
よ
り
本
会
会
長
が
兼

任
）
よ
り
、
親
同
窓
会

三
重
県
支
部
と
の
お
付

き
合
い
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
、
梅
川
幹
事
（
親

同
窓
会
幹
事
（
本
部
））

か
ら
よ
り
詳
し
い
状
況

説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
全
て
の
審
議
終
了
後
場
所
を

大
講
義
室
に
移
し
て
親
同
窓
会

三
重
県
支
部
総
会
、
親
同
窓
会

総
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
生

協
第
一
食
堂
に
お
い
て
全
体
で

の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
本
会
メ

ン
バ
ー
は
互
い
に
旧
交
を
温

め
、
同
期
の
他
の
同
窓
会
員
と

交
流
が
図
ら
れ
た
。

	

（
小
畑
仁
　
大
15
回
）

賛
助
金
ご
協
力
の
御
礼
と
さ
ら
な
る
お
願
い

平
成
二
六
年
度
総
会
報
告

　
　
　
新
会
長
に
杉
﨑

　
護
氏
（
大
16
回
）
選
出

　

　
　
　
副
会
長
に
木
村
幸
信
氏
（
大
25
回
）、
勝
崎
裕
隆
氏
（
大
36
回
）

　
昨
年
来
、
三
翠
化
学
会
の
会

計
逼
迫
打
開
の
た
め
賛
助
金

を
お
願
い
致
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
一
七
三
名
の
方
々
か
ら
総

額
百
万
円
を
超
え
る
（
三
重
大

グ
ッ
ズ
代
、
払
い
込
み
手
数
料

を
引
い
て
八
〇
万
円
）
暖
か
い

ご
支
援
を
頂
き
、
役
員
一
同
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

こ
に
ご
芳
志
を
頂
い
た
方
々
の

ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
、
伝

統
あ
る
機
関
紙
「
三
翠
化
学
」

を
し
ば
ら
く
続
け
る
こ
と
が
で

き
、
役
員
一
同
ひ
と
安
心
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す

と
、
平
成
一
二
年
の
学
科
改
組

で
大
き
く
分
か
れ
た
旧
農
芸
化

学
が
大
部
分
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー

プ
と
な
る
よ
う
再
度
改
組
さ
れ

た
模
様
で
す
。
こ
れ
は
三
翠
化

学
会
の
母
体
と
重
な
り
、
も
う

一
度
三
翠
化
学
会
に
新
入
会
員

を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
視
野
に

入
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
幸
い
、
本
会
会
員
で
も
あ

る
梅
川
教
授
が
研
究
科
長
・
学

部
長
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
同
窓
会
の
再
編
に
も
希
望

が
も
て
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
新
し
い
学
科
の
学
生
さ
ん

に
三
翠
化
学
会
の
存
在
を
知
っ

て
頂
き
、
卒
業
後
に
本
会
に
入

会
頂
く
た
め
に
は
、
在
学
中
に

本
会
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
て

頂
く
こ
と
が
大
切
か
と
思
い
ま

す
。
具
体
的
に
何
を
す
る
か
今

後
役
員
会
等
で
知
恵
を
出
し
て

頂
く
と
し
て
、
当
面
資
金
を
確

保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
一
昨
年
の
総
会
に
お
い
て
、

当
分
の
間
機
関
紙「
三
翠
化
学
」

発
行
の
た
び
に
賛
助
金
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
役
員
会
で
ご
検

討
い
た
だ
い
た
結
果
、
昨
年
に

引
き
つ
づ
き
し
ば
ら
く
の
間
賛

助
金
を
お
願
い
し
、
近
い
将
来

の
本
会
再
構
築
に
対
処
し
た
い

と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
期

間
は
、
新
入
会
員
の
納
入
金
で

会
の
運
営
が
可
能
に
な
る
ま
で

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
出
費

多
端
の
折
大
変
恐
縮
で
す
が
、

引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
別
紙

の
要
領
で
お
願
い
致
し
た
く
、

伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

記

一
、	

一
口
三
、
〇
〇
〇
円
　
い

く
口
に
て
も
結
構
で
す
。

二
、	

同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
を

ご
利
用
下
さ
い
。

　
銀
行
振
り
込
み
ご
利
用
の

場
合
に
は
『
三
重
銀
行
三
重

大
学
前
支
店

　
普
通
口
座

日時	 平成 27年10月31日（土）　11時より受付開始

	 総会・講演：11：30 ～13：00

	 懇親会：13：00 ～15：30

　	 学内ツアー（希望者のみ）：15：30 ～

会場	 総会・講演　三重大学生物資源学部大会議室

	 懇親会　　　学内第一生協

講演	「三重大学における農芸化学の歩み」　講師　嶋林幸英先生

会費	 5,000円

参加いただく予定の先生方

　退官された先生方	 小畑　仁、田口　寛、久松　眞、今井邦雄

	 	 の諸先生

　学内の先生方	 粟冠和郎、奥村克純、田中晶善、木村哲哉

	 	 の諸先生

　（なお、長老の先生方も今回のご案内で参加いただけるものと思って

います。）

幹事連絡先	 杉﨑　護（大16回）	 TEL	090-1624-6160

	 	 m-sugisaki@arrow.ocn.ne.jp

	 木村幸信（大 25回）	 TEL	090-4859-3554

　	 	 y.kimura3no0@gmail.com

	 勝崎裕隆（大 36回）	 katsuzak@bio.mie-u.ac.jp

出欠の締め切り　返信用はがきで９月末日までにお願いします。

３
４
１
７
１
６
　
三
翠
化
学
会	

理
事
　
小
畑
　
仁
』
に
お
振
込

み
下
さ
い
。
な
お
、
こ
の
口
座

の
名
義
人
が「
会
長
　
小
畑
仁
」

か
ら
　「
理
事
　
小
畑
仁
」
に

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

　
二
口
以
上
お
振
込
み
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
新
た
な
三
重
大

グ
ッ
ズ
を
お
届
け
す
る
予
定
に

し
て
お
り
ま
す
。
何
に
す
る
か

鋭
意
検
討
中
で
す
の
で
、
し
ば

ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。

　
　
　（
会

　
　
長

　
杉
﨑
護

	

資
金
担
当

　
小
畑
仁
）

田中晶善
松嶋欽一
山田哲也
岩田　章
嶋林幸英
藤田　弘
吉田誠之
嶋田　協
桑原章郎
清水利一
福田　映
前田　巌
坂野市三
内藤田鶴
野村勝重

村上昌廣
薮本義雄
加藤　晃
山口清慈
杉本仁彦
西澤寅夫
深谷広成
松尾次雄
吉野遷次
石原　暁
山口雅巳
加藤公一
加藤　博
田中康夫
原　　弘

藤本公三
森岡　正
鈴木　潔
服部　亨
平田忠史
平田忠司
平田満麿
山口昌宏
伊藤道子
小出章夫
小島晨紀
杉山　敏
伊藤勇夫
梅田紀彦
春日　茂

竹内章朋
辻野隆房
辻　藤吾
手塚和十
鳥居恵子
中村弘史
山田鍾美
相松篤光
伊藤泰男
大橋藤五郎
亀山幸輝
鋤柄　修
稲川清実
庄山正敏
谷由美子
廣部　肇

古市幸生
山羽好文
阿部政夫
川原田美千代
清水宣雄
戸嶋　進
西野忠明
宮城久茂
阿形光治
岩瀬治正
内田勝啓
小畑　仁
小島楯彦
鈴木　卓
名和義彦
長島貞武

服部　守
馬場直道
増井宏至
池山洋久
市川　正
駒田　誠
酒井敏秀
杉崎清子
杉﨑　護
本庄達之助
山田　覚
岡田　啓
長野間宏
平田秀彦
前田眞彦
高瀬　敏

平松　彰
吉田吉明
浅井美文
浅尾由一
小澤端夫
東海裕作
西出裕次
古橋雅巳
森重洋史
八木年晴
小田豊博
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昨
年
、
九
月
一
三
日
の
平
成

二
六
年
度
総
会
に
お
い
て
、
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
小
畑
仁
会

長
に
替
わ
り
、
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
浅
学
非
才
の
身
に

し
て
そ
の
任
に
非
ず
と
自
覚
し

て
い
ま
す
が
、
お
引
き
受
け
し

ま
し
た
以
上
は
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
出
来
る
限
り
努
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
三
翠
化
学
会
の
現
状
を
、
私

な
り
に
一
言
で
申
し
上
げ
ま
す

と
、
昭
和
四
八
年
一
一
月
の
同

窓
会
創
設
以
来
、
同
窓
会
活
動

　
嶋
林
幸
英
先
生
は
平
成
二
六

年
度
秋
の
叙
勲
で
、
め
で
た
く

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
、
こ

の
慶
事
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

平
成
二
七
年
四
月
一
八
日（
土
）

に
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
津

に
お
い
て
受
章
記
念
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

先
生
に
お
教
え
い
た
だ
い
た
生

物
化
学
研
究
室
出
身
者
、
担
任

し
て
い
た
だ
い
た
者
（
大
23

回
）
に
加
え
て
、
恩
師
、
同
僚
、

三
翠
化
学
会
や
硬
式
野
球
部
の

特
に
関
係
の
深
い
方
々
の
総
勢

八
〇
名
が
集
ま
り
、
盛
大
か
つ

和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
輝
く
勲
章
姿
の
先
生
と
奥
様

を
盛
大
な
拍
手
で
お
迎
え
し
た

後
、
嶋
林
先
生
の
後
任
教
授
の

田
口
寛
先
生
か
ら
代
表
祝
辞

を
、
つ
づ
い
て
先
生
の
恩
師
で

も
同
僚
で
も
あ
る
松
嶋
欽
一
先

生
か
ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
田
口
先
生
は
、
健
康

で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話

し
さ
れ
、
嶋
林
先
生
の
ご
健
康

を
考
え
て
、
自
ら
開
発
し
た
健

康
関
連
の
商
品
を
解
説
付
き
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
乾

杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
い
た
杉

本
氏
（
大
６
回
）
の
言
葉
を
お

借
り
す
れ
ば
「
田
口
商
店
」
全

開
で
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス

ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
嶋
先
生
は
、
教
鞭
を
取
ら
れ

て
い
た
頃
の
お
話
な
ど
、
ド
イ

ツ
語
も
飛
び
出
し
、
ま
る
で
講

義
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
、
田

口
先
生
を
上
回
る
延
々
三
〇
分

に
お
よ
ぶ
熱
弁
を
奮
わ
れ
ま
し

た
。
お
二
人
合
わ
せ
て
五
〇
分

以
上
と
、
そ
の
後
の
進
行
予
定

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
司

会
者
泣
か
せ
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
松
嶋
節
、
田
口
節
が
健
在

の
、
力
の
こ
も
っ
た
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
い
で
嶋
林
先
生
か
ら
授
章

の
中
心
を
占
め
て
こ
ら
れ
た
先

輩
諸
兄
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、

老
齢
化
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
十

余
年
も
同
窓
会
に
新
し
い
卒
業

生
の
入
会
が
な
い
状
況
が
続
く

等
同
窓
会
の
活
動
力
が
次
第
に

低
下
し
て
き
て
い
る
の
が
実
態

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え

て
、同
窓
会
活
動
の
再
活
性
化
、

財
政
逼
迫
状
況
の
改
善
な
ど
小

畑
会
長
時
代
か
ら
の
活
動
方
針

を
引
き
継
ぐ
と
共
に
、
今
後
は

さ
ら
に
、学
部
の
改
組
に
伴
い
、

新
し
い
卒
業
生
の
入
会
体
制
の

準
備
、
同
窓
会
と
学
部
・
学
生

三
翠
化
学
会
　
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

杉
﨑
　
　
護
（
大
16
回
）

と
の
交
流
の
推
進
等
に
も
色
々

と
検
討
を
進
め
て
行
か
ね
ば
な

ら
ず
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。

　
副
会
長
の
木
村
さ
ん
（
大
25

回
）、
勝
崎
先
生
（
大
36
回
）、

本
部
役
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
く
と
共
に
、
関
東
、
関

西
、
東
海
支
部
長
の
助
言
も
い

た
だ
き
、
三
翠
化
学
会
の
運
営

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
同
窓
会
諸
氏
の
暖
か

い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

式
の
ご
様
子
や
三
重
大
学
時
代

を
振
り
返
っ
て
の
お
話
と
、
お

礼
、
奥
様
へ
の
謝
意
な
ど
、
心

温
ま
る
想
い
出
深
い
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先

生
か
ら
は
、
特
注
の
菊
の
御
紋

入
り
の
記
念
品
と
菓
子
を
全
員

に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
杉
本
氏
の
機
知
に
富
む
音
頭

で
乾
杯
し
、
祝
宴
に
入
り
ま
し

た
。
嶋
林
先
生
自
ら
各
テ
ー
ブ

ル
を
回
ら
れ
、
皆
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
直
接
お
伝
え
す
る
こ

と
が
で
き
、
感
激
に
浸
り
ま
し

た
。
歓
談
の
中
、
友
人
代
表
で

長
谷
川
氏
（
専
１
回
）、
同
僚

代
表
で
前
田
先
生
（
専
２
回
）、

野
球
部
代
表
で
目
加
田
氏
（
農

科
11
回
）、
研
究
室
代
表
で
名

和
氏
（
大
15
回
）、
担
任
ク
ラ

ス
代
表
で
飯
田
氏
（
大
23
回
）、

女
性
代
表
で
小
川
氏
（
大
30

回
）
に
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ

き
、
思
い
出
に
浸
る
ひ
と
と
き

を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
か
ら
の
感

謝
と
し
て
、
お
祝
い
金
と

花
束
を
判
家
さ
ん
（
大
36

回
）、
鈴
木
さ
ん
（
大
40

回
）
か
ら
贈
呈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
嶋
林
先
生

ご
自
身
が
、
奥
様
の
手
を

取
ら
れ
、
掲
げ
ら
れ
感
謝

の
意
を
示
さ
れ
た
シ
ー
ン

で
は
先
生
の
お
人
柄
が
垣

間
見
え
ま
し
た
。
名
残
惜

し
く
も
楽
し
い
時
は
刻
一

刻
と
過
ぎ
、
最
後
に
三
翠

化
学
会
歴
代
会
長
を
代
表

し
て
福
田
様
に
先
生
ご
夫

妻
の
ご
健
勝
を
願
い
、〝
一

発
〟
で
中
締
め
を
し
て
い

だ
き
、
嶋
林
先
生
の
お
か

げ
で
旧
交
を
温
め
る
こ
と

が
で
き
た
ひ
と
と
き
が
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
年
四
月
よ
り
研
究
科

長
・
学
部
長
を
拝
命
し
て
お
り

ま
す
梅
川
逸
人
（
う
め
か
わ
は

や
と
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
私
は
昭
和
五
六
年
三
月
に

三
重
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

修
士
課
程
農
芸
化
学
専
攻
を
修

了
（
修
士
第
14
回
）、
次
い
で

医
学
部
研
究
科
博
士
課
程
を
修

了
し
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
の

助
手
を
二
年
間
勤
め
た
後
、
昭

和
六
三
年
四
月
に
生
物
資
源
学

部
農
芸
化
学
コ
ー
ス
栄
養
化
学

研
究
室
に
助
手
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
生
物
資
源
学
部

が
誕
生
し
た
半
年
後
の
こ
と
で

し
た
。
当
時
の
栄
養
化
学
研
究

室
の
教
授
は
高
橋
孝
雄
先
生
、

助
教
授
は
古
市
幸
生
先
生
で
し

　
私
は
柏
村
直
樹
先
生
、
西
川

司
朗
先
生
、
稲
垣
穣
先
生
の
生

理
活
性
化
学
研
究
室
に
て
、
卒

業
論
文
研
究
及
び
修
士
論
文
研

究
の
三
年
間
、
フ
ァ
ー
ジ
と
リ

ポ
多
糖
の
相
互
作
用
の
研
究
を

行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
三

年
間
で
教
え
て
頂
い
た
知
識
や

技
術
は
、
現
在
の
自
分
の
礎
に

な
っ
て
い
ま
す
。
先
生
方
に
こ

の
場
を
か
り
て
厚
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
修
士
修
了
後
は
、
大
阪
大
学

蛋
白
質
研
究
所
に
移
り
結
晶
学

を
学
び
、
学
位
取
得
後
は
中

央
農
業
総
合
研
究
所
を
経
て
、

二
〇
一
二
年
か
ら
岡
山
大
学
に

移
り
、
二
〇
一
四
年
か
ら
任
期

秋
田
総
理
（
大
50
回
）

た
。
そ
の
後
、
平
成
一
二
年
の

学
科
改
組
に
よ
り
、
農
芸
化
学

コ
ー
ス
の
各
研
究
室
は
資
源
循

環
学
科
と
生
物
圏
生
命
科
学
科

の
二
つ
の
学
科
に
分
か
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

昨
年
度
の
同
窓
会
新
聞
（
第

六
三
号
）
で
も
予
告
が
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
本
年
四
月
に
専
門

分
野
の
再
編
成
に
よ
り
、
再
び

旧
農
芸
化
学
の
研
究
室
の
ほ
と

ん
ど
が
生
物
圏
生
命
科
学
科
の

生
命
機
能
化
学
講
座
に
集
結
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
芸

化
学
の
再
集
結
と
私
自
身
の
研

究
科
長
・
学
部
長
就
任
が
同
時

と
い
う
の
も
何
か
の
縁
を
感
じ

ま
す
。
た
だ
、
学
生
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
体
制
は
学
部
と
大

学
院
の
一
年
生
だ
け
で
、
あ
と

無
し
の
助
教
に
移
行
し
ま
し

た
。
現
在
は
岡
山
大
学
の
沈
教

授
の
も
と
で
光
化
学
系
Ⅱ	

（
Ｐ

Ｓ
Ⅱ
）	

の
結
晶
構
造
解
析
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｓ
Ⅱ
は
光
合
成
に
お
い

て
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
水
を
水
素
イ
オ
ン
、
電
子
、

酸
素
に
分
解
す
る
反
応
を
担
っ

て
お
り
、
そ
の
構
造
を
解
明
す

る
た
め
に
世
界
中
で
激
し
い
競

争
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
我
々
は
Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー

ザ
ー
（
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
）
実
験
施

設
・
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
を
用
い
て
、

Ｐ
Ｓ
Ⅱ
の
無
損
傷
高
分
解
能
Ｘ

線
結
晶
構
造
解
析
を
行
い
ま
し

た
。
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
の
数
十
フ
ェ
ム

ト
秒
と
い
う
極
め
て
短
い
時
間

の
Ｘ
線
パ
ル
ス
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
Ｘ
線
に
よ
る
損
傷
の
無

い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
Ｘ
線
の
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
や
す
い
Ｐ
Ｓ
Ⅱ
に
最
適

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
様
々
な
問
題
が
浮
上
し
ま

嶋
林
幸
英
先
生
　
瑞
宝
中
綬
章
に
輝
く

の
学
生
は
旧
体
制
の
ま
ま
で
す

の
で
、
し
ば
ら
く
は
二
種
類
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
存
在
す
る
こ

と
に
な
り
、
す
べ
て
新
し
い
体

制
に
変
わ
る
の
は
三
年
半
後
に

な
り
ま
す
。

　
一
方
、
研
究
分
野
の
異
動
に

伴
い
、
学
部
教
育
は
講
座
制
か

ら
コ
ー
ス
制
に
な
り
ま
し
た
。

現
生
物
圏
生
命
科
学
科
の
一
年

生
は
、
二
年
生
に
な
る
と
き
に

応
用
生
命
化
学
コ
ー
ス
か
海
洋

生
物
科
学
コ
ー
ス
に
配
属
さ
れ

ま
す
。
応
用
生
命
化
学
コ
ー
ス

に
配
属
さ
れ
た
学
生
は
、
そ
の

半
年
後
に
生
命
機
能
化
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
マ
リ
ン
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ど
ち

ら
か
を
基
本
的
に
選
択
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
生
命

卓
越
し
た
教
育
研
究
、
社
会
実

装
を
推
進
す
る
大
学
」
の
何
れ

か
を
選
択
し
、
機
能
強
化
を
図

る
よ
う
文
科
省
か
ら
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
全
国
立
大
学

は
同
じ
土
俵
で
評
価
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
三
つ

の
類
型
の
中
で
評
価
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
う
ち
三
重
大
学

は
①
を
選
択
し
ま
し
た
。ま
た
、

新
聞
紙
上
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
文
科

省
か
ら
全
国
の
国
立
大
学
に
対

し
て
人
文
社
会
科
学
や
教
員
養

成
の
学
部
の
規
模
縮
小
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
先
述
の

各
国
立
大
学
の
機
能
強
化
案
と

相
ま
っ
て
、
組
織
の
改
革
は
一

部
の
学
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大

学
全
体
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

研
究
科
長
・
学
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

�

生
物
資
源
学
研
究
科
長
・
生
物
資
源
学
部
長

　
梅
川
逸
人

　
こ
の
た
び
、
農
学
部
農
芸

化
学
科
卒
業
生
の
野
村
勝
重

様
か
ら
多
大
な
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
、二
月
十
二
日
（
木
）

に
内
田
学
長
よ
り
感
謝
状
を

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
後
に
学
内
を
廻
ら

れ
た
野
村
様
は
、
ご
卒
業
さ

れ
た
昭
和
三
〇
年
時
か
ら
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
化
に
驚
き

な
が
ら
も
、
当
時
の
思
い
出

を
懐
か
し
そ
う
に
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ご
寄
附
は
、
本
学

の
教
育
・
研
究
の
た
め
に
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
野
村
勝
重
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
附
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

内田学長、田中理事（統括・教育担当）とともに。
中央が野村様（大３回）

機
能
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
旧
農

芸
化
学
コ
ー
ス
に
相
当
し
ま

す
。
ち
な
み
に
、
資
源
循
環
学

科
と
共
生
環
境
学
科
に
も
そ
れ

ぞ
れ
二
つ
の
コ
ー
ス
と
そ
の
中

に
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
な
か
な
か

簡
単
に
は
ご
説
明
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
詳
し
く
は
学
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
平
成
十
六
年
度

に
法
人
化
さ
れ
た
各
国
立
大
学

は
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
三
三

年
度
ま
で
の
第
三
期
中
期
目
標

期
間
に
お
い
て
、
①「
地
域
に

貢
献
し
、
強
み
・
特
色
の
あ
る

分
野
で
世
界
な
い
し
全
国
的
な

教
育
研
究
を
推
進
す
る
大
学
」、

②「
強
み
・
特
色
の
あ
る
分
野

で
地
域
と
い
う
よ
り
世
界
な
い

し
全
国
的
な
教
育
研
究
を
推
進

す
る
大
学
」、
③「
卓
越
し
た
成

果
を
創
出
し
て
い
る
海
外
大
学

と
伍
し
て
、
全
学
的
に
世
界
で

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
三

重
大
学
も
第
三
期
中
期
目
標
期

間
に
向
け
て
各
学
部
組
織
の
改

革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

今
年
度
に
組
織
改
革
を
行
っ
た

ば
か
り
の
生
物
資
源
学
部
に
お

き
ま
し
て
も
、
再
度
の
見
直
し

を
迫
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
皆
様
の
母
校

で
あ
り
ま
す
三
重
大
学
を
取
り

巻
く
環
境
は
刻
々
と
変
わ
っ
て

き
て
お
り
、
平
成
三
四
年
度
か

ら
始
ま
る
第
四
期
の
中
期
目
標

期
間
に
は
国
立
大
学
の
統
廃
合

も
噂
さ
れ
る
中
、
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
が
望
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

	

（
院
14
回
）

し
た
。
レ
ー
ザ
ー
が
強
す
ぎ
て

ビ
ー
ム
ス
ト
ッ
パ
ー
に
穴
が
開

い
た
り
、
結
晶
が
砕
け
散
っ
た

り
、
結
晶
の
同
型
性
が
無
い
等

で
す
。
そ
の
都
度
装
置
を
改
良

し
た
り
、
結
晶
化
条
件
を
変
更

し
た
り
、
こ
の
実
験
の
た
め
に

お
よ
そ
一
〇
〇
〇
個
の
結
晶
を

用
意
し
て
デ
ー
タ
を
集
め
ま
し

た
。

　
そ
し
て
終
に
、
水
分
解
・
酸

素
発
生
反
応
の
開
始
状
態
で
あ

る
S1
状
態
の
構
造
を
正
確
に
解

析
し
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は

二
〇
一
五
年
一
月
一
日
に
出
版

さ
れ
た
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
誌
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
酸
素

発
生
反
応
の
中
間
体
を
捉
え
よ

う
と
日
夜
研
究
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。

　
最
後
に
、
三
翠
化
学
の
近
況

報
告
ペ
ー
ジ
に
寄
稿
す
る
機
会

を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
事
に
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
七
回
三
翠
化
学
会

関
西
支
部
交
流
会
の
ご
案
内

日
時

　
平
成
二
七
年
一
一
月

十
四
日
（
土
）

	

午
前
一
一
時
か
ら

場
所

　
ホ
テ
ル
ク
ラ
イ
ト
ン

新
大
阪

談
話
会
特
別
講
師
（
予
定
）

　「
学
部
の
現
状
、
生
命
機

能
化
学
講
座
の
誕
生
」

　
三
重
大
学
生
物
資
源
学
部

　
　
教
授

　
　
苅
田
修
一
氏（
大
30
回
）

　「
薬
は
世
に
連
れ
、
世
は

…
…
（
研
究
開
発
の
失
敗

談
な
ど
）」

　
　
内
田
勝
啓
氏（
大
15
回
）

　
最
新
の
知
見
に
触
れ
、
三

翠
化
学
の
同
窓
生
と
楽
し
く

語
り
合
う
絶
好
の
機
会
で

す
。
同
級
生
を
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
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第
一
三
回
三
翠
化
学
会
関
東

支
部
総
会
が
二
月
二
一
日（
土
）

一
一
時
か
ら
、
江
戸
川
区
船
堀

の
朝
日
信
用
金
庫
船
堀
セ
ン

タ
ー
内
の
コ
ラ
ボ
産
学
官
プ
ラ

ザ
五
〇
一
号
セ
ミ
ナ
ー
室
で
開

催
さ
れ
、
二
九
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
三
翠
化
学
会
が
昭
和
四
八

年
、
関
東
支
部
が
翌
年
の
昭
和

四
九
年
に
設
立
さ
れ
た
こ
と

で
、
今
年
は
関
東
支
部
設
立

四
〇
周
年
、
活
動
再
開
一
〇
周

年
に
当
た
り
、
記
念
の
年
の
総

会
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
浅
井
副
支

部
長
か
ら
、
参
加
状
況
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は

一
六
七
名
に
案
内
、
内
メ
ー
ル

で
の
案
内
は
九
七
名
、
葉
書
が

七
〇
名
、
回
収
率
は
前
者
が

六
二
％
、
後
者
が
五
五
％
、
ま

た
参
加
者
二
九
名
中
メ
ー
ル
で

回
答
さ
れ
た
方
が
二
八
名
で
あ

り
、
メ
ー
ル
で
の
案
内
が
効
果

的
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
い
で
、平
田
副
支
部
長（
大

20
回
）
の
司
会
進
行
の
も
と
、

吉
田
関
東
支
部
長
（
大
18
回
）

の
挨
拶
の
後
、
杉
﨑
三
翠
化
学

会
新
会
長
（
大
16
回
）
か
ら
来

賓
の
挨
拶
と
併
せ
て
、
今
年
四

月
以
降
の
大
学
の
生
物
資
源
学

部
の
改
組
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
以
前
の
組
織
に

近
く
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
改

組
さ
れ
て
も
三
翠
化
学
会
と
の

関
連
付
け
に
つ
い
て
は
難
し
い

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
総
会
に
入
り
、
東

海
副
支
部
長
（
大
19
回
）
を
議

長
に
選
出
し
議
案
の
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
第
一
号
議
案
は
、
平
成
二
五

年
二
月
二
三
日
～
平
成
二
六
年

度
二
月
二
〇
日
の
支
部
活
動

報
告
で
、
吉
田
支
部
長
か
ら

行
い
ま
し
た
。
第
一
二
回
総
会

（
平
成
二
三
年
二
月
二
三
日

：

二
四
名
参
加
）、
第
五
回
交
流

会
・
懇
親
会
（
平
成
二
四
年
二

月
二
二
日

：

二
七
名
参
加
）、

関
東
支
部
第
二
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
平
成
二
五
年
六
月
五
日
、
取

手
桜
が
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）、

第
三
回
ゴ
ル
フ
大
会
（
平
成

二
六
年
六
月
四
日
、
利
根
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
）
を
実
施
し
、
こ

れ
ら
の
内
容
は
機
関
誌
「
三
翠

化
学
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随

時
投
稿
し
た
こ
と
、
更
に
今
期

一
〇
回
開
催
し
た
支
部
委
員
会

の
活
動
の
概
要
を
報
告
し
ま
し

た
。

　
次
い
で
第
二
号
議
案
の
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
第
三

号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
審
議
さ
れ
何
れ
も
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
と
し

て
、
支
部
長
に
吉
田
吉
明
（
大

18
回
）、
副
支
部
長
に
東
海
裕

作
（
大
19
回
）、浅
井
美
文
（
大

19
回
）、平
田
友
良
（
大
20
回
）、

田
中
俊
一
（
大
20
回
）、
中
島

亨
（
大
22
回
）、飯
田
徹
也
（
大

23
回
）、監
事
に
藤
川
誠
一
（
大

20
回
）
の
各
氏
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
閉
会
の
挨
拶
で
、
吉
田
支
部

長
か
ら
次
回
は
第
七
回
交
流
会

を
平
成
二
八
年
の
二
～
三
月
に

開
催
す
る
予
定
で
、
関
東
支
部

四
〇
周
年
を
記
念
し
た
催
し
を

考
え
た
い
が
、
参
加
者
の
方
か

ら
も
提
案
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第

四
回
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
大
学
12

回
の
皆
さ
ん
の
集
ま
り
と
併
せ

て
合
同
企
画
と
し
、
今
年
五
月

二
七
日
（
水
）
に
開
催
す
る
予

定
で
あ
り
、
多
く
の
方
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
大
学
15
回
の
小

島
楯
彦
氏
か
ら
、「
私
の
桜
巡

り
─
─
名
桜
古
木
を
訪
ね
て

─
─
」
と
題
し
、
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
桜
の

起
源
か
ら
始
ま
り
、
桜
と
日
本

人
、
日
本
の
文
化
、
稲
作
と
の

係
り
、
桜
の
種
類
、
そ
し
て

四
〇
〇
年
以
上
の
古
木
の
一

覧
表
を
紹
介
し
、
桜
の
名
木

一
〇
〇
選
、
小
島
さ
ん
が
訪
れ

た
二
〇
〇
カ
所
以
上
の
桜
の
写

真
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
訪

れ
た
先
の
花
咲
く
桜
の
写
真
と

略
歴
と
感
想
を
綴
ら
れ
た
「
桜

巡
り
紀
行
記
」
六
冊
も
回
覧
し

ま
し
た
。最
後
に
、見
て
良
か
っ

た
桜
、
今
後
訪
れ
て
み
た
い
桜

に
つ
い
て
の
小
島
さ
ん
の
所
感

を
ご
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

　
第
一
三
回
三
翠
化
学
会
関
東
支
部
総
会
報
告

　
　
設
立
四
〇
周
年
、
元
健
児
二
九
名
が
参
加
、
大
い
に
盛
り
上
が
る

関
東
支
部
支
部
長
　
吉
田
吉
明

　

た
。

　
集
合
写
真
撮
影
の
後
、
飯
田

副
支
部
長
の
進
行
の
も
と
、
最

長
老
の
鈴
木
潔
氏
（
大
９
回
）

の
乾
杯
で
、
恒
例
の
懇
親
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
大
学
時
代
の

思
い
出
話
だ
け
で
な
く
、
仕
事

に
関
係
す
る
情
報
交
換
な
ど
先

輩
、
後
輩
の
年
齢
を
越
え
て
歓

談
し
、
ま
た
、
参
加
者
全
員
が

そ
れ
ぞ
れ
巧
み
な
話
術
で
近
況

報
告
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
席
者
で
最
も
若
い

酒
井
和
好
氏
（
大
学
34
回
）
の

締
め
の
後
、
恒
例
の
浅
井
新
副

支
部
長
の
指
揮
で
「
三
翠
応
援

歌
」
を
大
合
唱
し
、
次
回
の
交

流
会
へ
の
出
席
を
約
し
て
総
会

を
終
え
ま
し
た
。
二
時
間
を
越

え
る
懇
親
会
で
あ
り
ま
し
た
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し

た
。
今
年
も
、
㈱
サ
ン
ド
サ
ン

ド
の
藤
川
氏
（
当
会
監
事

：

大
20
回
）
に
は
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
は
も
と
よ
り
、
料
理
・
酒
の

用
意
、
会
場
の
準
備
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
今
回
の
総
会
の

出
席
者
（
敬
称
略
）
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
鈴
木
潔
（
９
回
）、
平
田
忠

司
（
９
回
）、辻
野
隆
房
（
11
回
）、

亀
山
幸
輝
（
12
回
）、
近
藤
三

郎
（
12
回
）、清
水
宣
雄
（
14
回
）、

小
島
楯
彦
（
15
回
）、
長
島
貞

武
（
15
回
）、
市
川
正
（
16
回
）、

岡
田
啓
（
17
回
）、
臼
井
英
夫

（
18
回
）、
高
瀬
敏
（
18
回
）、

吉
田
吉
明
（
18
回
）、
浅
井
美

文
（
19
回
）、浅
尾
由
一
（
19
回
）、

東
海
裕
作
（
19
回
）、
西
出
裕

次
（
19
回
）、田
中
俊
一
（
20
回
）、

平
田
友
良
（
20
回
）、
藤
川
誠

一
（
20
回
）、
中
島
亨
（
22
回
）、

丹
羽
誠
一
（
22
回
）、
飯
田
徹

也
（
23
回
）、
蛭
薙
政
美
（
27

回
）、
森
亮
夫
（
27
回
）、
山
岡

和
美
（
28
回
）、滝
野
卓
（
31
回
）、

酒
井
和
好
（
34
回
）、
杉
﨑
護

（
16
回

：

三
翠
化
学
会
会
長
）

　６回生（昭和 33 年卒業）は平成 23 年以来、毎年クラス会を開催して来
ました。今年は平成 26 年 11月９日 静岡県・寸又峡温泉で開催しました。
今年の出席者は11名（卒業生 29 名、物故者８名）でした。初日の９日は
東海道線・金谷駅に集合し昔懐かしい SL 列車とバスを乗り継いで現地に午
後２時頃到着しましたが、雨のため外出はせず懇親会まで学生時代の思い
出や近況等を話して過ごしました。懇親会後は再び一室に集まり夜遅くまで
歓談しました。寸又峡温泉といえば、ある年齢以上の方には監禁事件を思
い起こされるかと思いますが、大自然に囲まれた鄙びた静かな所でした。近
くにはダムや吊り橋の景勝スポットがあり、見どころ満載です。
　翌 10 日は快晴に恵まれ近くの景勝スポットを散策した後、バスで千頭駅
まで行き、ついで大井川鉄道井川線の日本で唯一のアプト式電車で接岨峡
温泉まで行きました。その先は昨今の大雨で一部不通になっており、予定
のルートでの旅行が出来なかったのは残念でした。しかし車内より見た大井
川沿いの樹々の紅葉、そしてダムや鉄橋の雄大さを満喫しました。同地で昼

食後再びアプト式電車で帰途に着き、
金谷駅にて来年の再会を約して散会
しました。最後に今年のクラス会の
開催に尽力してくれた加納氏に感謝
の意を表します。
出席者：伊藤、加納、川内、杉本、
豊田、西沢、服部 （英）、深谷、藤本、
松尾、吉野の各氏。 （吉野）

大学６回　クラス会

関
東
支
部
会
第
四
回
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

～
優
勝
は
大
学
18
回
の
吉
田
吉
明
氏
、
二
度
目
～　

　
関
東
支
部
第
四
回
ゴ
ル
フ
大

会
を
平
成
二
七
年
五
月
二
七

日
（
水
）、
取
手
桜
が
丘
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
（
茨
城
県
）
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
大
学

12
回
の
方
が
東
西
交
互
に
定
例

会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
が

関
東
で
開
催
す
る
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
併
せ
て
設
定
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、

名
古
屋
支
部
か
ら
鋤

柄
修
さ
ん
、
関
西
支

部
か
ら
高
木
饒
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
き
、

関
東
支
部
か
ら
は
亀

山
幸
輝
さ
ん
、
近
藤

三
郎
さ
ん
が
参
加

し
、
大
12
回
か
ら
大

23
回
の
方
一
一
名
三

組
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
コ
ー
ス
は
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
藤
代
駅
に
近

い
（
車
で
五
分
）
名

門
コ
ー
ス
で
、
フ
ラ
ッ
ト
な

コ
ー
ス
で
す
が
、
池
、
ク
リ
ー

ク
、
バ
ン
カ
ー
が
随
所
に
配
置

さ
れ
て
お
り
、
嵌
ま
る
と
大
た

た
き
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

　
当
日
は
絶
好
の
天
気
に
恵
ま

れ
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
に
カ
ー
ト

乗
入
れ
が
可
能
で
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
有
難
い
恵
ま
れ
た
快

適
な
プ
レ
ー
環
境
で
し
た
。
グ

リ
ー
ン
上
か
ら
天
を
仰
ぎ
一
喜

一
憂
の
声
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
、
一
日

中
楽
し
い
ゴ
ル
フ
で
し
た
。

　
競
技
は
新
ぺ
リ
ア
の
ハ
ン
デ

戦
で
行
い
ま
し
た
が
、
吉
田
吉

明
氏
（
大
18
回
）
が
、
イ
ン

四
〇
・
ア
ウ
ト
四
七
の
グ
ロ
ス

八
七
、
ハ
ン
デ
一
四
・
四
、
ネ
ッ

ト
七
二
・
六
で
、
第
二
回
大
会

に
次
い
で
二
度
目
の
栄
冠
で
し

た
。
準
優
勝
は
、鋤
柄
修
氏（
大

12
回
）
で
、
イ
ン
三
九
・
ア
ウ

ト
四
三
の
グ
ロ
ス
八
二
の
堂
々

の
ベ
ス
グ
ロ
で
し
た
が
、
新
ペ

リ
ア
の
ハ
ン
デ
が
八
・
四
と
恵

ま
れ
ず
？
、
ネ
ッ
ト
七
三
・
六

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
三
位

は
近
藤
三
郎
氏
、
四
位
は
亀
山

幸
輝
氏
、五
位
は
高
木
饒
氏
で
、

奇
し
く
も
二
位
か
ら
五
位
ま
で

の
上
位
を
大
12
回
が
占
め
、
大

12
回
の
先
輩
を
立
て
る
と
い
う

内
容
と
な
っ
た
大
会
で
し
た
。

ブ
ー
ビ
ー
賞
は
小
島
楯
彦
氏

（
大
15
回
）
で
す
が
、
グ
ロ
ス

九
一
、
新
ぺ
リ
ア
の
ハ
ン
デ
が

八
・
四
と
実
力
の
一
旦
を
見
せ

た
も
の
の
、
二
連
覇
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
表
彰
式
を
行

い
、
受
賞
者
の
弁
、
12
回
の
皆

さ
ん
の
近
況
報
告
な
ど
笑
い
に

包
ま
れ
た
懇
談
会
で
し
た
。
名

残
尽
き
な
い
雰
囲
気
で
し
た

が
、
帰
り
の
時
間
も
押
し
て
き

た
の
で
、
再
会
を
約
し
て
散
会

し
ま
し
た
。

　
三
翠
化
学
会
会
員
の
交
流
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
来
年
も

引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。
来
年

は
、
お
忙
し
い
鋤
柄
さ
ん
の
日

程
に
併
せ
て
六
月
上
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
三
翠
化
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
次
回
も
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
関
東
支
部
以
外
の
方

の
参
加
も
大
歓
迎
で
、
ゴ
ル
フ

を
通
し
て
支
部
間
の
交
流
を
深

め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
大
会
の
出
席
者
（
敬
称

略
）
は
、
亀
山
幸
輝
（
12
回
）、

近
藤
三
郎
（
12
回
）、
鋤
柄
修

（
12
回
）、
高
木
饒
（
12
回
）、

小
島
楯
彦
（
15
回
）、
長
島
貞

武
（
15
回
）、
吉
田
吉
明
（
18

回
）、
浅
尾
由
一
（
19
回
）、
東

海
裕
作
（
19
回
）、
平
田
友
良

（
20
回
）、
飯
田
徹
也
（
23
回
）

で
し
た
。
幹
事
の
飯
田
さ
ん
を

は
じ
め
、
皆
様
ご
苦
労
様
で
し

た
。

　（
関
東
支
部
長

　
吉
田
吉
明
）

　サッカーW 杯イヤーであった 2014 年、梅雨の合間の快晴の空の下、６月28日から一泊二日、
静岡県浜名湖ロイヤルホテルにて、第二回クラス会を開催しました。本来の幹事であるはずの
N 村 T 君が、大学卒業後 20 年という節目であるにもかかわらず動く気配がないので、静岡県
内在住の卯川氏と私で相談し、敢行することにしました。参加資格者 44 人中 11名（女３、男８）、
東は神奈川県から西は香川県まで、40 代前半でみんな忙しいなか、よく集まっていただきまし
た。見た目が大きく変わる年頃ですが、久しぶりの再会にもかかわらず、一応誰かの判断はつ
きました（写真参照）。また近況報告では、仕事や健康の話など、我々年代ならではの会話で
盛り上がり、そのままホテル内にあるカラオケ室に移動となりました。ここでは、高校生のお母
さんもまだ小さい赤ちゃんのお父さんも学生時代に戻り、懐メロのオンパレードではじけました。
次の朝は二日酔いの人を除き、朝食バイキングを堪能しました。その後、浜名湖畔の「うなぎパ
イファクトリー」を見学し、工場見学には必須の無料うなぎパイサンプルをきっちり確保しました。

名残り惜しくもありましたが、その場で解散とな
りました。
　参加者で話し合った結果、今後のクラス会も
当面４年に一度、W 杯イヤーを目安に開催しよ
うということになりました。次回ロシア W 杯の
年には三重大学の西尾氏が幹事となって開催さ
れる予定です。今回会えなかった人たちに会え
ることを楽しみにしています。 （佐野秀人）

クラス会だより（大42回、院 29回）

　平成 26 年８月16日に津新町の居

酒屋車力でクラス会を行いました。昨

年、志摩で行われた合同クラス会へ

参加できなかった人たちが、志摩で

の話などから楽しそうだからクラス会

を今年も行おうということで企画され

ました。今回は大学へ集合し、その後、

大学から店の送迎バスで津新町の車

力にいきました。担任の小畑先生に

も参加していただき、昨年に続きよくあうメンバーもいれば、久々に集まるメンバー

もおり、最近の近況から昔話まで花に花がさきました。また、お盆ということもあり

帰省ついでに、遠方からの出席も有りました。２時間ほどの時間ですが楽しい時間

を過ごすことができました。

　出席者は小畑先生、高須（伊藤）朝美、伊藤龍生、勝崎裕隆、曽我元、橋本（谷

口）聖美、林栄一、前田祥貴、吉田明弘、若山秀人 （勝崎裕隆）

農芸化学科（大 36回）クラス会の報告
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熊
澤
善
三
郎
先
生
を
偲
ぶ

三
重
大
学
名
誉
教
授
　
柏
村
直
樹

　
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五

年
）
七
月
四
日
、
ま
だ
梅
雨
が

明
け
な
い
三
重
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
。
正
門
か
ら
右
手
西
南

の
方
へ
進
む
と
、
昭
和
一
一
年

（
一
九
三
六
年
）
一
一
月
一
日

に
開
館
さ
れ
た
三
翠
会
館
が
見

え
て
く
る
。
そ
の
日
、
こ
の
建

物
は
久
し
ぶ
り
に
七
〇
名
以
上

の
三
重
大
学
卒
業
生
や
大
学
関

係
者
で
あ
ふ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
。

　
今
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
し
て
指
定
を
う
け
て
い
る
建

物
の
内
部
を
二
階
か
ら
一
階
、

と
ゆ
っ
く
り
点
検
し
な
が
ら
、

錦
見
喜
夫
氏
（
昭
和
五
五
年
三

月
三
重
大
学
旧
農
学
部
卒
業
、

現
丸
善
石
油
化
学
株
式
会
社
役

員
）
は
、
こ
れ
か
ら
開
か
れ
よ

う
と
し
て
い
る
「
故
熊
澤
善
三

郎
三
重
大
学
名
誉
教
授
を
偲
ぶ

会
」
の
世
話
人
の
一
人
で
、
本

会
の
司
会
を
勤
め
る
の
で
、
手

元
の
参
加
者
名
簿
を
懐
か
し
く

眺
め
な
が
ら
、
玄
関
へ
出
て
、

来
賓
の
人
た
ち
（
生
物
資
源
学

部
長
、
二
人
の
生
物
資
源
学
部

名
誉
教
授
、
四
人
の
熊
澤
家
の

人
た
ち
）
に
、
本
日
の
会
の
段

取
り
説
明
や
ご
挨
拶
の
お
願
い

を
す
る
の
に
忙
し
か
っ
た
。
そ

こ
か
ら
は
三
翠
庭
園
の
緑
が
よ

く
眺
め
ら
れ
、
そ
れ
が
こ
の
明

治
調
の
建
物
と
も
よ
く
マ
ッ
チ

し
て
い
た
。

　
こ
の
日
熊
澤
先
生
を
偲
ん
で

集
ま
っ
た
人
の
多
く
は
、
か
つ

て
先
生
に
教
え
を
う
け
、
あ
る

い
は
こ
の
津
の
町
や
鈴
鹿
の
山

で
共
に
楽
し
み
、
さ
ら
に
つ
い

最
近
ま
で
大
阪
や
京
都
で
人
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
の

だ
が
、
こ
の
建
物
が
旧
農
学
部

の
前
身
三
重
高
等
農
林
学
校
の

開
校
記
念
事
業
と
し
て
建
て
ら

れ
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
こ
で
、
故
熊
澤
教
授
の
三
重
大

学
に
お
け
る
教
育
と
研
究
の
薫
陶
を

う
け
た
研
究
室
卒
業
生
数
を
紹
介
す

る
と
、
学
部
（
旧
農
学
部
と
生
物
資

源
学
部
）
卒
業
生
は
、昭
和
三
九
年：

第
一
回
旧
農
薬
化
学
研
究
室
卒
論

生
（
五
名
）
か
ら
昭
和
六
二
年
：
第

二
四
回
の
卒
論
生（
四
名
）ま
で
計
、

九
六
名
、
昭
和
六
三
年
：
第
一
回
生

理
活
性
化
学
研
究
室
卒
論
生
（
六

名
）
か
ら
平
成
二
年
：
第
三
回
の
卒

論
生
（
六
名
）
ま
で
計
一
五
名
、
昭

和
四
三
年
：
第
一
回
旧
農
薬
化
学
研

究
室
修
士
論
文
生
（
一
名
）
か
ら
昭

和
六
二
年
：
第
一
九
回
の
修
士
論
文

生
（
二
名
）
ま
で
計
三
二
名
、
お
よ

び
昭
和
六
三
年
：
第
一
回
生
理
活
性

化
学
研
究
室
修
士
論
文
生
（
二
名
）

か
ら
平
成
二
年
：
第
三
回
の
修
士
論

文
生
（
一
名
）
ま
で
計
四
名
、
総
計

一
一
四
名
と
な
る
。
会
場
に
は
こ
の

う
ち
三
六
名
の
研
究
室
Ｏ
Ｂ
が
集

い
、
他
に
、
二
五
名
の
ク
ラ
ス
担
任

生
（
昭
和
四
七
年
お
よ
び
昭
和
五
七

年
卒
業
生
）の
姿
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

本
偲
ぶ
会
は
、
稲
垣
穣
三
重
大
学
生

理
活
性
化
学
研
究
室
教
授
、
西
田
律

夫
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
三
重
大
学

旧
農
学
部
第
二
〇
期
卒
ク
ラ
ス
担
任

生
、
苅
田
修
一
三
重
大
学
教
授
、
三

重
大
学
旧
農
学
部
第
三
〇
期
卒
ク
ラ

ス
担
任
生
、
お
よ
び
錦
見
喜
夫
氏
、

三
重
大
学
旧
農
学
部
第
二
八
期
卒
、

の
四
名
の
世
話
人
の
方
に
よ
り
開
か

れ
た
卒
業
生
有
志
の
会
で
あ
り
、
一

方
、
先
生
と
の
告
別
式
は
平
成
二
七

年
四
月
三
〇
日
先
生
の
ご
自
宅
で
喪

主
久
好
素
子
氏
、
元
三
重
大
学
旧
農

学
部
教
官
岩
村
俶
氏
や
入
江
僚
三

氏
、
現
三
重
大
学
生
物
資
源
学
部
関

係
者
等
多
く
の
方
の
ご
列
席
の
下
に

し
め
や
か
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
付
け

加
え
て
お
く
。

　
さ
て
、
会
館
の
建
立
か
ら

二
六
年
、
三
重
大
学
旧
農
学

部
の
設
立
か
ら
一
三
年
目
の
、

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
年
）

一
〇
月
、
三
五
歳
の
熊
澤
善
三

郎
氏
が
初
代
の
三
重
大
学
旧
農

学
部
農
薬
化
学
研
究
室
担
当
教

授
と
し
て
京
都
大
学
か
ら
赴
任

し
た
と
き
も
、
こ
の
三
翠
会
館

は
設
立
当
時
の
姿
の
ま
ま
で
彼

を
迎
え
、
五
三
年
後
の
今
も
、

こ
う
し
て
当
時
と
同
じ「
三
翠
」

の
た
た
ず
ま
い
で
彼
を
送
ろ
う

と
し
て
い
る
…
…
。
大
正
一
五

年
（
一
九
二
六
年
）
七
月
三
日

お
生
ま
れ
の
先
生
は
、
昭
和

二
〇
年
三
月
第
六
高
等
学
校
理

科
乙
類
を
卒
業
さ
れ
、
同
年
京

都
帝
国
大
学
農
学
部
に
入
学
、

昭
和
二
四
年
三
月
京
都
大
学
農

学
部
農
林
化
学
科
を
卒
業
さ
れ

た
。
同
年
四
月
か
ら
武
居
三
吉

教
授
が
主
宰
さ
れ
る
農
薬
化
学

研
究
室
の
研
究
生
、
助
手
、
助

教
授
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
三
七

年
三
月
に
は
農
学
博
士
の
学
位

を
取
得
さ
れ
た
後
、
一
〇
月
に

三
重
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

　
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）

三
重
大
学
生
物
資
源
学
部
を
定

年
退
官
さ
れ
た
先
生
は
、
そ
の

後
も
津
市
の
お
住
ま
い
で
、
研

究
室
の
支
援
や
地
域
振
興
に
尽

く
さ
れ
な
が
ら
、
ま
た
、
奥
様

や
お
子
様
、
お
孫
様
た
ち
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
元
気
な
余
生
を

送
ら
れ
て
い
た
が
、
二
年
前
に

早
期
治
療
さ
れ
た
肺
癌
が
再
発

し
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五

年
）
四
月
二
五
日
、
大
阪
の
病

院
で
、
安
ら
か
に
八
八
歳
の
生

涯
を
終
え
ら
れ
た
。

　
会
館
の
中
で
は
、
そ
の
後
三

時
間
ほ
ど
、
二
階
の
畳
の
部
屋

で
、階
下
の
サ
ロ
ン
で
、遺
族
の

方
の
若
き
日
の
先
生
の
ス
ナ
ッ

プ
・
動
画
の
ご
披
露
、
さ
っ
そ

う
と
や
っ
て
き
た
青
年
教
授
の

授
業
の
思
い
出
、
学
部
改
革
と

博
士
課
程
の
設
置
等
の
新
展
開

に
お
け
る
学
部
長
と
し
て
の
苦

労
話
、
遠
く
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

　去る１月10 日・11日　大 31 回同窓会を三重大学・鳥羽シーサイドホテルにて開催しました（参加者は小出夫妻、諏訪、伊藤、
稲葉、稲垣、小澤、向井、酒井、滝野、中村、福沢、近藤）。
　今年で卒業後 31年目にあたり、前回の同窓会からも約 20 年の歳月が流れた中の集まりは、驚きと感慨の声で始まりました。
中には卒業後初めて顔を合わす者もいて、「本当に◯◯かぁ、貫録が出たなぁ」「だいぶ頭が涼しくなったなぁ」等々、生物資源
学部の入口に大きな声が響きわたりました。今回の参加者は13 名で、卒業時の半分に満たない数でしたが、苅田教授の案内で、
生物資源学部の研究室めぐりをさせていただきました。昔の研究室とは比べ物にならないくらい新しい機器や、高度な内容の研
究がなされていることに深く感動しました。休みの日にもかかわらず、奥村教授、勝崎教授にも研究室の紹介をしていただき本当
にありがとうございました。学部の屋上にも案内いただき、伊勢湾を眼下に望む、大変景色の良い中で記念撮影をしました。昔
のままの建物、新しい建物を感慨をもって眺めることができました。聞くところによると、大学も平成 27 年度から改組により、
再び元の農芸化学科の研究室がほぼ同じ学科に揃うそうで、学科だけでなく三翠化学会も活気が出るのではと思いました。
　大学を後にし、鳥羽シーサイドホテルに移動しました。早速風呂につかり疲れを癒すとともに、胃袋も山海の幸とアルコールで
満たしました。卒業後から現在に至るまでの出来事を一人３分で紹介する場面では、多くの者がなかなか３分以内には収まりきら
ず、10 分近く語る者もおり、いろんな人生をそれぞれ歩いてきたんだなぁと感動し
ました。暖かく、和やかな雰囲気の歓談が夜遅くまで続きました。
　翌日は全員で伊勢神宮をお参りすることになり、平成25年の式年遷宮で新しくなっ
た神宮を、50 代のおじさんとおばさんが少しはしゃぎながら、玉砂利を踏みしめ参
拝しました。昼食後、３年後と６年後の 60 歳の還暦時には必ず再び会いましょうと
約束をして解散をしました。
　最後になりますが、同窓会の開催にあたりいろいろアドバイスいただくとともに、
休日にもかかわらず学内を丁寧に案内と説明をしていただいた苅田教授にお礼を申し
上げます。 （近藤博巳）

農芸化学科（大 31回）同窓会の報告

の
国
際
会
議
か
ら
受
賞
の
報
告

と
先
生
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
お

弟
子
さ
ん
達
の
メ
ー
ル
（
西
田

律
夫
氏
お
よ
び
Ｗ
・
Ｓ
・
レ
ア

ル
氏
、
昭
和
六
二
年
修
士
卒
業

生
）の
披
露
、二
一
世
紀
に
な
っ

て
か
ら
の
、
二
代
、
三
代
、
四

代
目
の
教
授
就
任（
柏
村
直
樹
、

西
川
司
朗
、
稲
垣
穣
）
と
研
究

室
の
進
展
、
先
生
の
叙
勲
祝
賀

会
や
お
孫
さ
ん
の
活
躍
を
応
援

さ
れ
る
姿
、
等
と
、
ま
さ
に
昭

和
と
平
成
の
八
十
余
年
の
先
生

の
尽
き
な
い
思
い
出
を
偲
び
、

語
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
っ
た
。

　
偲
ぶ
会
に
参
加
さ
れ
な
か
っ

た
読
者
諸
兄
に
は
、
き
っ
と
さ

ら
に
別
な
先
生
の
思
い
出

：
新
入
生
歓
迎
会
や
農
芸
化
学
科

内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ク

ラ
ス
担
任
同
窓
会
、さ
ら
に
は
、

内
外
の
学
会
旅
行
や
厳
し
く
も

そ
の
後
人
生
の
糧
と
し
て
役

立
っ
た
卒
論
・
修
論
作
成
や
発

表
会
の
苦
労
が
、
恩
師
の
さ
ま

ざ
ま
な
教
え
の
言
葉
と
と
も
に

な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の

で
は
…
…
。
筆
者
も
退
官
後
す

で
に
一
三
年
の
齢
で
は
あ

る
が
、昭
和
五
四
年
に
先
生

の
お
招
き
を
う
け
て
以
来

御
退
官
の
日
ま
で
、薫
陶
を

う
け
て
き
た
の
で
、
い
や
、

つ
い
こ
の
間
の
先
生
の
お

孫
さ
ん
の
活
躍
を
語
る
電

話
口
の
元
気
な
お
声
を
聴

い
た
ば
か
り
な
の
で
、み
な

さ
ん
や
先
生
と
過
ご
し
た

す
ば
ら
し
い
時
間
が
走
馬

灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

る
。

　
与
え
ら
れ
た
紙
数
が
尽

き
そ
う
な
の
で
、
最
後
に
、

恩
師
と
し
て
だ
け
で
な
く

科
学
者
・
人
生
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
の
先
生
の

略
伝
を
数
人
の
共
著
の
か

た
ち
で
近
い
将
来
ま
と
め

て
み
た
い
と
申
し
上
げ
て
、

筆
者
の
拙
い
追
悼
の
文
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
心
か
ら
の
先
生
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
五
九
年
二
月
に
第
一
回

が
開
催
さ
れ
た
三
翠
化
学
会
関

西
支
部
は
、
平
成
一
三
年
か
ら

は
支
部
総
会
の
名
称
を
交
流
会

に
変
更
し
、
昨
年
、
論
語
で
言

う
而
立
（
ジ
リ
ツ
）
の
年
、
節

目
の
創
立
三
〇
周
年
を
む
か
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
方
の

暖
か
い
ご
協
力
の
賜
物
と
こ
の

場
を
借
り
て
ま
ず
は
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
運
営
に
サ

ポ
ー
ト
頂
い
て
お
り
ま
す
三
翠

化
学
会
本
部
、
ご
講
演
を
快
く

引
き
受
け
て
頂
き
ま
し
た
講
師

の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
創
立
三
〇
周
年
記

念
と
な
る
第
一
六
回
交
流

会
は
、
平
成
二
六
年
一
一

月
一
五
日
、
ご
来
賓
と
し

て
三
翠
化
学
会
前
会
長
の

小
畑
仁
先
生
（
大
15
回
）

と
新
会
長
の
杉
﨑
護
さ
ん

（
大
17
回
）、
そ
し
て
東
海

支
部
長
の
酒
井
敏
秀
さ
ん

（
大
16
回
）、
関
東
支
部
長

の
吉
田
吉
明
さ
ん
（
大
18

回
）
に
ご
臨
席
賜
り
、
新

第
一
六
回
三
翠
化
学
会

　
　
関
西
支
部
交
流
会
報
告

大
阪
の
ホ
テ
ル
ク
ラ
イ
ト
ン
に

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、
関
西
支
部
総
会

で
す
。
今
年
は
若
手
中
心
の
運

営
と
い
う
こ
と
で
、
岸
田
幹
事

（
大
36
回
）
の
司
会
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
と

し
て
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た

小
畑
先
生
か
ら
は
、機
関
誌「
三

翠
化
学
」
へ
の
協
力
金
の
御

礼
、
そ
し
て
「
平
成
二
七
年
度

に
、
生
物
資
源
学
部
の
改
組
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
三
翠
化
学

会
員
と
な
る
卒
業
生
が
出
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
嬉
し
い
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
一
六
年
以
降
、
新
会
員
の

参
加
が
な
い
た
め
会
員
数
が
増

え
ず
、
交
流
会
の
参
加
者
を
ど

の
よ
う
に
増
や
し
て
い
く
か
が

懸
案
事
項
に
な
っ
て
い
る
関
西

支
部
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
若

手
の
参
加
を
促
す
よ
う
な
仕
組

み
、
企
画
等
を
検
討
し
、
五
〇

周
年
を
目
指
し
て
支
部
の
更
な

る
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
決
意

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
選
出
さ
れ
た
伊
藤
議
長
（
大

21
回
）の
も
と
古
橋
支
部
長（
大

19
回
）
か
ら
の
平
成
二
五
年
度

の
活
動
報
告
、
引
き
続
き
堀
幹

事
（
大
28
回
）
の
会
計
報
告
、

小
川
（
大
30
回
）
か
ら
会
計
監

査
報
告
と
滞
り
な
く
総
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、
メ
イ
ン
の
談
話

会
で
す
。
古
橋
支
部
長
（
大
19

回
）
の
司
会
に
て
、
記
念
講
演

と
し
て
三
翠
化
学
会
お
よ
び
関

西
支
部
の
産
み
の
親
で
あ
り
、

運
営
に
も
長
年
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
嶋
林
先
生
に
特

別
に
お
願
い
し
、「
三
重
大
学

に
お
け
る
農
芸
化
学
の
あ
ゆ

み
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
創
立

三
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、
三

翠
化
学
の
原
点
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
で

四
番
目
の
官
立
農
業
専
門
学
校

と
し
て
大
正
一
一
年
に
設
立
さ

れ
た
三
重
高
等
農
林
は
当
初
農

学
、
農
業
土
木
学
、
林
学
の
三

学
科
で
始
ま
り
、
農
芸
化
学
の

教
育
は
農
学
科
で
行
わ
れ
、
昭

和
二
一
年
に
農
芸
化
学
の
前
身

で
あ
る
農
産
製
造
科
が
設
立
さ

れ
た
こ
と
。
昭
和
二
四
年
に
学

制
改
革
で
三
重
大
学
農
学
部
が

発
足
し
た
時
の
農
産
製
造
学
科

は
、
昭
和
二
八
年
に
農
芸
化
学

科
に
な
っ
た
こ
と
。
平
成
一
二

年
に
生
物
資
源
学
部
が
改
組
さ

れ
農
芸
化
学
の
名
前
が
消
え
る

等
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
農
芸

化
学
の
変
遷
や
博
士
課
程
設
置

の
際
の
ご
苦
労
、
ま
た
三
翠
同

窓
会
の
設
立
経
緯
な
ど
も
含
め

て
、
嶋
林
先
生
に
し
か
語
れ
な

い
内
輪
話
も
あ
り
、
多
岐
に
亘

る
内
容
で
す
。
出
身
学
科
の
こ

と
に
も
関
わ
ら
ず
、
初
め
て
聞

く
話
も
多
く
あ
り
、
同
窓
生
に

は
是
非
一
度
聞
い
て
頂
き
た
い

示
唆
に
富
ん
だ
ご
講
演
で
し

た
。

　
記
念
撮
影
の
後
、
い
よ
い
よ

第
三
部
お
楽
し
み
の
懇
親
会
で

す
。
ま
ず
長
年
幹
事
を
し
て
い

た
だ
き
、
今
回
退
任
さ
れ
る
西

澤
さ
ん
（
大
６
回
）
の
乾
杯
の

ご
発
声
、
そ
し
て
幹
事
に
就
任

し
た
浅
井
さ
ん
（
大
27
回
）
の

司
会
の
も
と
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
嶋
林
先
生
の
瑞
宝

中
綬
章
ご
受
勲
と
い
う
吉
報
も

あ
り
、
関
西
支
部
と
し
て
も
大

き
な
喜
び
の
中
、
ま
ず
ご
来
賓

の
杉
﨑
会
長
、
酒
井
・
吉
田
両

支
部
長
よ
り
嶋
林
先
生
へ
ご
受

章
の
祝
辞
、
そ
し
て
本
部
、
支

部
で
の
活
動
報
告
を
し
て
い
た

だ
き
、
情
報
交
換
、
連
携
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
お
互
い
の
近
況
を
か

た
り
あ
っ
た
り
、
昔
話
に
花
が

咲
い
た
り
と
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
懇
親
会
は
進

み
ま
し
た
。
最
後
に
岸
田
幹
事

の
発
声
で
恒
例
の
応
援
歌
を
熱

唱
。
中
締
め
と
し
て
谷
中
副
支

部
長
（
大
13
回
）
よ
り
来
季
の

再
会
を
期
し
た
閉
会
の
辞
に

て
、
第
一
六
回
関
西
支
部
交
流

会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

お
帰
り
に
は
、
創
立
三
十
周
年

を
記
念
し
て
農
場
実
習
の
懐
か

し
い
思
い
出
の
三
重
大
学
特
製

「
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
・
梅
酒
の
実

ジ
ャ
ム
セ
ッ
ト
」
を
用
意
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ま

た
支
部
運
営
協
力
費
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
こ
の

場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

	

（
小
川	

大
30
回
）


